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老い はよう やく 身に 迫つ てく る。 

前途 に 希望の 光が 薄らぐ とともに、 みずから 背後の 

影 を かえりみる は 人の 常 情で ある。 人 は 老いて レトロ 

スぺ クチ ィフの 境界に 入る。 

わたくし は 医 を 学んで 仕えた。 しかし かって 医と し 

えん あきゅう ぼく をえ り 

て 社会の 問題に 上った こと はない。 「※※離 朽木 〔# 

「女+ (合 \ 升)」、 497- 上. ru 〔# 「阿 \ 女」、 497- 上 刁〕、 

ろう だい させん をまぬ がる 

老大免 左遷」 の 句が ある。 

わたくしの 多少 社会に 認められ たの は 文士と しての 

生涯で ある。 抒情詩に おいて は、 和歌の 形式が いまの 

思想 を容 るるに 足らざる をお もい、 また 詩が 到底 アル 
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